
(57)【要約】

【課題】　生体情報監視方法において、身体の右半身と

左半身の複数箇所で生体情報を検知して、従来よりも精

度よく早期に身体の異常の判定を行なう。

【解決手段】　生体情報を検知する生体情報センサをそ

れぞれ有する複数の生体情報センサモジュールを、身体

の右半身と左半身のそれぞれ異なる位置に直接装着し、

生体情報センサモジュールの生体情報センサが身体各部

の生体情報を検知し、得られた生体情報を相互比較する

ことによって異常判定を行なうことを特徴とする生体情

報監視方法を提供する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 生 体 情 報 を 検 知 す る 生 体 情 報 セ ン サ を そ れ ぞ れ 有 す る 複 数 の 生 体 情 報 セ ン サ モ ジ ュ ー ル
を 、 身 体 の 右 半 身 と 左 半 身 に そ れ ぞ れ 貼 着 す る 工 程 と 、 前 記 生 体 情 報 セ ン サ モ ジ ュ ー ル の
前 記 生 体 情 報 セ ン サ が 、 身 体 の 右 半 身 と 左 半 身 の 各 部 の 生 体 情 報 を 検 知 す る 工 程 と 、 複 数
の 前 記 生 体 情 報 セ ン サ モ ジ ュ ー ル 同 士 の 間 で 、 前 記 生 体 情 報 検 知 工 程 で 検 知 さ れ た 生 体 情
報 の 無 線 通 信 を 行 な う 工 程 と 、 前 記 生 体 情 報 セ ン サ モ ジ ュ ー ル の 前 記 生 体 情 報 セ ン サ が 検
知 し た 生 体 情 報 と 、 そ の 前 記 生 体 情 報 セ ン サ モ ジ ュ ー ル が 前 記 通 信 工 程 に よ っ て 受 信 し た
他 の 前 記 生 体 情 報 セ ン サ モ ジ ュ ー ル か ら の 生 体 情 報 と を 比 較 し て 異 常 判 定 を 行 な う 工 程 を
含 む 生 体 情 報 監 視 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 生 体 情 報 検 知 工 程 は 、 前 記 生 体 情 報 セ ン サ が 、 体 温 と 、 脈 拍 と 、 血 圧 の う ち 少 な く
と も １ つ を 検 知 す る 工 程 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 生 体 情 報 監 視 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 異 常 判 定 工 程 に お い て 異 常 と 判 定 さ れ た 場 合 に 、 前 記 生 体 情 報 セ ン サ モ ジ ュ ー ル が
警 告 を 発 す る 工 程 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 生 体 情 報 監 視 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 生 体 情 報 検 知 工 程 は 、 前 記 生 体 情 報 セ ン サ が 少 な く と も 体 温 を 検 知 す る 工 程 で あ り
、 そ の 場 合 、 外 気 温 を 測 定 し 、 前 記 外 気 温 と 、 前 記 生 体 情 報 検 知 工 程 に お い て 検 知 さ れ た
体 温 と に 基 づ い て 核 温 度 を 推 測 す る 工 程 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記
載 の 生 体 情 報 監 視 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 生 体 情 報 セ ン サ モ ジ ュ ー ル が 、 前 記 異 常 判 定 工 程 の 判 定 結 果 と 前 記 生 体 情 報 検 知 工
程 で 検 知 さ れ た 生 体 情 報 の 少 な く と も い ず れ か 一 方 を 、 監 視 開 始 時 か ら の 経 過 時 間 ま た は
時 刻 と 共 に 記 憶 す る 工 程 を 含 む 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 生 体 情 報 監 視 方 法
。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 異 常 判 定 工 程 に お い て 、 異 常 と 判 定 さ れ た 場 合 に 、 異 常 を 知 ら せ る 信 号 を 前 記 生 体
情 報 セ ン サ モ ジ ュ ー ル の 外 部 の 電 子 機 器 に 無 線 通 信 に よ っ て 通 知 す る 工 程 を 含 む 、 請 求 項
１ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 生 体 情 報 監 視 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 生 体 情 報 セ ン サ モ ジ ュ ー ル か ら 前 記 電 子 機 器 へ の 通 知 工 程 は 、 前 記 異 常 を 知 ら せ る
信 号 と 共 に 、 前 記 生 体 情 報 セ ン サ モ ジ ュ ー ル が 装 着 さ れ て い る 生 体 毎 に 区 別 さ れ た 識 別 信
号 を 無 線 通 信 に よ っ て 通 知 す る 工 程 で あ り 、 前 記 電 子 機 器 が 、 前 記 異 常 を 知 ら せ る 信 号 と
共 に 前 記 識 別 信 号 を 読 み 取 る こ と に よ っ て 、 ど の 生 体 に 異 常 が 生 じ た か を 認 識 す る 工 程 を
さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 生 体 情 報 監 視 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 外 部 の 電 子 機 器 か ら 前 記 生 体 情 報 セ ン サ モ ジ ュ ー ル に 対 し て 無 線 通 信 に よ っ て デ ー タ を
送 る 工 程 を さ ら に 含 み 、 前 記 異 常 判 定 工 程 は 、 前 記 電 子 機 器 か ら 送 ら れ た 前 記 デ ー タ を 参
照 し て 異 常 判 定 を 行 な う 工 程 で あ る 、 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 生 体 情 報 監 視
方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 生 体 情 報 検 知 工 程 に お い て 、 前 記 生 体 情 報 セ ン サ が 、 熱 負 荷 検 査 、 神 経 刺 激 負 荷 検
査 、 運 動 負 荷 検 査 、 血 流 遮 断 負 荷 検 査 、 化 学 物 質 負 荷 検 査 、 ス ト レ ス 負 荷 検 査 、 睡 眠 負 荷
検 査 な ど の さ ま ざ ま な 生 理 学 的 観 点 か ら の 負 荷 検 査 に 対 応 す る 、 請 求 項 １ ～ ８ に 記 載 の 生
体 情 報 監 視 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 体 温 、 脈 拍 、 血 圧 な ど の 生 体 情 報 を 検 知 し て 、 従 来 、 検 知 が 容 易 で な か っ た
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身 体 の 異 常 を 早 期 に 発 見 し 、 異 常 の 有 無 を 判 定 す る こ と が で き る 生 体 情 報 監 視 方 法 に 関 す
る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 体 温 、 脈 拍 、 血 圧 な ど の 生 体 情 報 を 検 知 し 、 そ れ ら に 基 づ い て 身 体 の 異 常 を 判 定
す る こ と が 一 般 に 知 ら れ て い る 。 通 常 は 、 被 検 査 者 自 身 ま た は 医 師 や 看 護 士 な ど が 、 生 体
情 報 セ ン サ を 被 検 査 者 の 身 体 に 接 触 さ せ て 、 こ れ ら の 生 体 情 報 の 検 知 を 行 な っ て い る 。 例
え ば 、 体 温 計 を 被 検 査 者 の 一 方 の 脇 に 数 分 間 挟 ん で 体 温 の 測 定 を 行 な っ た り 、 被 検 査 者 の
一 方 の 腕 を 対 象 と し て 、 脈 拍 や 血 圧 の 測 定 を 行 な う こ と が 一 般 に 行 な わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 こ う し た 検 査 方 法 に よ っ て 入 手 で き る 一 時 的 な 生 体 情 報 の 検 知 だ け で は 、 被 検
査 者 の 状 況 を 十 分 に 把 握 で き な い 場 合 が あ る 。 例 え ば 、 被 検 査 者 は 異 常 の 自 覚 症 状 が あ っ
た と し て も 、 医 師 や 看 護 士 が 生 体 情 報 の 検 知 を 行 な う 時 に は 、 そ の 異 常 が 現 れ ず 、 正 確 な
診 断 が 下 さ れ な い 場 合 が あ る 。 特 に 、 不 整 脈 や 心 拍 異 常 な ど は 、 必 ず し も 常 時 現 れ る と は
限 ら な い の が 通 常 で あ り 、 短 時 間 の 観 察 で は 、 被 検 査 者 の 心 理 状 態 や 検 査 の 時 間 帯 な ど の
影 響 も あ っ て 、 正 し く 認 識 さ れ な い 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 身 体 の 異 常 が 疑 わ れ る 被 検 査 者 に 対 し て 、 就 寝 中 を 含 む 長 時 間 に 亘 っ て 継 続 的
に 生 体 情 報 の 測 定 を 行 な う 方 法 が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 例 え ば 、 最 近 で は 、 被 検 査 者 の 身 体 に 装 着 さ れ た 小 型 軽 量 の 生 体 情 報 セ ン サ か ら 、 生 体
情 報 を 検 知 し 、 さ ら に 検 知 し た デ ー タ を 無 線 で デ ー タ 分 析 手 段 に 送 っ て 異 常 判 定 な ど を 行
な う 方 法 な ど が 提 案 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 生 体 情 報 セ ン サ と 通 信 手 段 と を 内 蔵 す る 生 体
情 報 セ ン サ モ ジ ュ ー ル を 用 い 、 こ の 生 体 情 報 セ ン サ モ ジ ュ ー ル を 小 型 軽 量 化 す る こ と に よ
っ て 、 被 検 査 者 の 身 体 活 動 を ほ と ん ど 拘 束 し な い よ う に す る こ と が で き る な ど 一 定 の 進 歩
が み ら れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 例 え ば 、 特 開 平 １ ０ － １ ５ ５ ７ ４ ９ 「 人 の 健 康 状 態 の 監 視 通 報 シ ス テ ム 」 で は 、 人 体 に
装 着 可 能 な ラ イ フ セ ン サ で 、 人 の 脈 拍 、 動 き 、 音 、 体 温 な ど を リ ア ル タ イ ム で 測 定 す る こ
と が で き 、 セ ン サ か ら 受 信 し た 情 報 に 基 づ き 介 護 者 に 通 報 す る シ ス テ ム と 連 動 す る こ と が
可 能 で あ る 。 な お 、 ラ イ フ セ ン サ は 腕 時 計 型 で 内 部 に 通 信 手 段 を 内 蔵 す る こ と に よ っ て 役
割 を 果 た す こ と も 可 能 で あ る 。 監 視 セ ン タ ー は 通 報 を 受 け た 際 に 、 被 検 者 を 呼 び 返 す た め
の 通 信 手 段 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 特 開 ２ ０ ０ ０ － ０ ９ ３ ３ ９ ８ 「 異 常 症 状 検 出 器 及 び 異 常 通 報 シ ス テ ム 」 で は 、 脈
拍 と 呼 吸 に 伴 う 皮 膚 の 伸 縮 を 検 知 す る 皮 膚 伸 縮 セ ン サ と 、 セ ン サ が 異 常 を 検 知 し た 場 合 に
異 常 警 報 を 出 力 す る 異 常 警 報 発 生 回 路 か ら 成 っ て お り 、 皮 膚 伸 縮 セ ン サ と し て は ス ト レ ー
ン ゲ ー ジ を 用 い て い る 。 異 常 を 検 知 し た 場 合 に は 電 話 転 送 処 理 手 段 を 活 用 す る と し て い る
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 特 開 平 ０ ６ － ２ ４ ２ ２ ０ ６ 「 非 常 時 救 援 シ ス テ ム 」 で は 、 セ ン サ と し て 脈 拍 、 血
圧 、 体 温 セ ン サ な ど を 有 し て お り 、 さ ら に 内 部 に 微 弱 電 波 の 送 信 機 を 備 え る 腕 時 計 型 の 発
信 装 置 を 有 す る 微 弱 電 波 を 受 け る 受 信 部 お よ び 受 信 信 号 に よ っ て 作 動 し 、 非 常 電 波 を 送 信
す る 送 信 部 を 備 え る 中 継 用 無 線 装 置 と 無 線 装 置 の 位 置 を 検 知 す る 無 線 局 を 備 え る 発 信 装 置
を 備 え た 人 の 異 常 状 態 検 知 シ ス テ ム で あ る 。 無 線 装 置 に ポ ケ ッ ト ベ ル 収 納 部 を 備 え 、 ボ ケ
ッ ト ベ ル を 呼 び 出 す こ と に よ っ て 非 常 信 号 を 発 す る こ と も で き る 。 非 常 ボ タ ン を 備 え 、 非
常 ボ タ ン を 押 す こ と に よ っ て 非 常 電 波 を 発 信 す る こ と も で き る 。 発 信 装 置 か ら 脈 拍 、 血 圧
、 体 温 の デ ー タ を 無 線 装 置 に 送 り 、 非 常 時 に は 、 こ の デ ー タ を あ わ せ て 送 信 す る こ と も で
き る 。 発 信 装 置 か ら 脈 拍 、 血 圧 、 体 温 の デ ー タ を 無 線 装 置 に 送 り 、 ポ ケ ッ ト ベ ル の 呼 び 出
し 信 号 に よ っ て 、 こ の デ ー タ を 送 信 す る こ と も で き る 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ５ ３ １ ３ ０ 「 身 体 情 報 取 得 用 情 報 検 出 体 」 で は 、 身 体 情 報 を 検
出 す る セ ン サ と 出 力 手 段 が 被 計 測 者 の 耳 介 に 係 止 可 能 な よ う に 全 体 が 弓 形 に 湾 曲 形 成 さ れ
た 収 納 ケ ー ス に 配 設 さ れ て い る こ と が 特 徴 と な っ て い る 。 同 様 な セ ン サ と 出 力 手 段 が 、 ペ
ン ダ ン ト 状 に 形 成 さ れ た ケ ー ス に 配 設 さ れ て い る 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 特 開 ２ ０ ０ ３ － ０ ２ ４ ２ ８ ７ 「 身 体 状 態 の 監 視 装 置 」 で は 、 運 動 セ ン サ （ 加 速 度
、 角 速 度 の 少 な く と も 一 方 を 検 出 す る ） と 脈 波 セ ン サ の 出 力 に 応 答 し 、 身 体 状 態 を 演 算 し
て 監 視 す る 手 段 を 有 す る 監 視 装 置 を 提 案 し て い る 。 こ れ ら の セ ン サ は 人 体 の 上 肢 あ る い は
下 肢 に 装 着 さ れ 、 上 肢 あ る い は 下 肢 の 長 手 方 向 と 幅 方 向 と に 垂 直 な Ｚ 軸 の 周 り の 角 速 度 を
検 出 す る ジ ャ イ ロ セ ン サ を 有 す る 。 脈 拍 演 算 手 段 は 加 速 度 セ ン サ の 出 力 に 応 答 し 、 加 速 度
セ ン サ の パ ル ス 状 出 力 が 得 ら れ る 状 態 で 、 脈 波 セ ン サ の 出 力 に 含 ま れ る ノ イ ズ を 除 去 す る
ノ イ ズ 除 去 手 段 を 含 む と し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － １ ５ ５ ７ ４ ９ 「 人 の 健 康 状 態 の 監 視 通 報 シ ス テ ム 」
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ０ ９ ３ ３ ９ ８ 「 異 常 症 状 検 出 器 及 び 異 常 通 報 シ ス テ ム 」
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ０ ６ － ２ ４ ２ ２ ０ ６ 「 非 常 時 救 援 シ ス テ ム 」
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ５ ３ １ ３ ０ 「 身 体 情 報 取 得 用 情 報 検 出 体 」
【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ０ ２ ４ ２ ８ ７ 「 身 体 状 態 の 監 視 装 置 」
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ う し た 従 来 の 生 体 情 報 を 検 知 し て 身 体 の 異 常 判 定 を 行 な う 方 法 に は 、 共 通 し て 一 つ の
大 き な 問 題 点 を 包 含 し て い る 。 そ れ は 、 セ ン サ の 種 類 や 形 状 、 検 出 方 法 、 通 信 手 段 、 非 常
通 報 シ ス テ ム な ど に そ れ ぞ れ 工 夫 が あ る も の の 、 被 検 査 者 の 身 体 の １ 箇 所 に 生 体 情 報 セ ン
サ （ 例 え ば 、 体 温 計 、 脈 拍 セ ン サ あ る い は 血 圧 計 な ど ） を 接 触 さ せ て 生 体 情 報 を 検 知 す る
場 合 に は 、 検 知 結 果 が 、 予 め 決 め ら れ た 正 常 範 囲 の 中 に 含 ま れ て い る か ど う か と い う 観 点
で 身 体 の 異 常 判 定 を 行 な う こ と が 一 般 的 と な っ て い る （ 例 え ば 、 安 静 時 、 一 般 成 人 を 基 本
と し て の 基 準 と し て 、 体 温 な ら ３ ６ ． ０ ～ ３ ６ ． ９ ℃ 、 脈 拍 な ら ６ ０ ～ ８ ０ 回 ／ ｍ ｉ ｎ 、
血 圧 な ら 収 縮 期 血 圧 １ ０ ０ ～ １ ２ ０ ｍ ｍ Ｈ ｇ 、 拡 張 期 血 圧 ８ ０ ｍ ｍ Ｈ ｇ 以 下 程 度 が 目 安 と
さ れ て い る ） 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 し か し 、 身 体 の 異 常 の 種 類 に よ っ て は 、 身 体 の １ 箇 所 の 生 体 情 報 だ け で は 、 必 ず し も 異
常 を 認 識 す る こ と が で き ず 、 身 体 の 複 数 の 箇 所 の 生 体 情 報 を 検 知 す る こ と に よ っ て 、 は じ
め て 異 常 を 認 識 で き る よ う な 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 例 え ば 、 身 体 の 異 常 が 、 右 半 身 と 左 半 身 の い ず れ か 一 方 の み で 体 温 の 異 常 と し て 現 れ 、
他 方 で は 、 体 温 の 異 常 と し て 現 れ な い よ う な 場 合 が あ る 。 そ の よ う な 場 合 に は 、 体 温 の 異
常 が 現 れ る 半 身 で 体 温 の 測 定 を 行 な っ て も 身 体 の 異 常 と し て 認 識 で き な い 場 合 が あ る 。 実
際 、 脳 梗 塞 の 前 駆 現 象 の 際 に 、 身 体 の 異 常 が 起 き つ つ あ る 本 人 自 身 に 自 覚 症 状 が 出 る 前 に
、 麻 痺 し つ つ あ る 半 身 の 体 温 の み が 低 下 す る と い う 現 象 が 起 き る 一 方 で 、 麻 痺 し な い 半 身
の 体 温 は ほ と ん ど 通 常 範 囲 か ら 変 化 し な い と い う こ と が 起 こ り え る 。 そ う し た 場 合 、 身 体
の １ 箇 所 の み の 生 体 情 報 の 測 定 で 得 ら れ た 情 報 で は 、 異 常 を 十 分 認 識 で き ず 、 せ っ か く 生
体 情 報 の 検 知 を 実 施 し て い て も 、 危 険 な 病 気 の 早 期 発 見 に 結 び つ か な か っ た り 、 発 見 が 遅
れ て し ま う 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 身 体 の 異 常 が 、 右 半 身 と 左 半 身 の い ず れ に お い て も 、 生 体 情 報 （ 例 え ば 体 温 ） の
異 常 と し て は 現 れ な い が 、 両 半 身 の 生 体 情 報 の 差 （ 例 え ば 体 温 の 差 ） と し て 現 れ る 場 合 も
あ る 。 例 え ば 、 身 体 に 異 常 が 生 じ て い る 時 に 、 右 の 脇 の 下 の 体 温 と 左 の 脇 の 下 の 体 温 の い
ず れ も 、 個 々 に は 正 常 な 温 度 範 囲 に 含 ま れ て い る も の の 、 身 体 に 発 生 し た 異 常 の 影 響 の た
め 右 半 身 と 左 半 身 の 体 温 に 差 が 生 じ る 現 象 と し て 現 れ る 場 合 が あ る 。 そ の よ う な 場 合 に は
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、 身 体 の １ 箇 所 の み な ら ず 複 数 の 生 体 情 報 を 検 知 し な け れ ば 、 早 期 に 異 常 を 認 識 す る こ と
は で き な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 言 い 換 え る と 、 従 来 は 身 体 の １ 箇 所 の み で 生 体 情 報 を 検 知 す る の が 一 般 的 で あ っ た た め
に 、 あ る 種 の 身 体 の 異 常 は 、 認 識 が 不 可 能 ま た は 困 難 で あ っ た り 、 認 識 に 遅 れ が 生 じ る た
め 、 結 果 的 に 、 被 検 査 者 の 危 険 を 早 期 に 発 見 し て 早 期 に 治 療 す る こ と に 結 び つ か な い 恐 れ
が あ っ た 。 例 え ば 、 脳 卒 中 や 心 筋 梗 塞 な ど は 、 従 来 の １ 箇 所 の 体 温 測 定 な ど の 生 体 情 報 の
検 知 で は 、 早 期 に 発 見 す る こ と は 期 待 す る こ と が 難 し か っ た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ こ で 本 発 明 の 目 的 は 、 身 体 の 右 半 身 と 左 半 身 の 複 数 箇 所 で 生 体 情 報 を 検 知 し て 、 従 来
よ り も 精 度 よ く 早 期 に 身 体 の 異 常 の 判 定 を 行 な う こ と が で き る 生 体 情 報 監 視 方 法 を 提 供 す
る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 生 体 情 報 監 視 方 法 は 、 生 体 情 報 を 検 知 す る 生 体 情 報 セ ン サ を そ れ ぞ れ 有 す る 複
数 の 生 体 情 報 セ ン サ モ ジ ュ ー ル を 、 身 体 の 右 半 身 と 左 半 身 の そ れ ぞ れ 異 な る 位 置 に 直 接 装
着 す る 工 程 と 、 生 体 情 報 セ ン サ モ ジ ュ ー ル の 生 体 情 報 セ ン サ が 、 身 体 各 部 の 生 体 情 報 を 検
知 す る 工 程 と 、 複 数 の 生 体 情 報 セ ン サ モ ジ ュ ー ル 同 士 の 間 で 、 生 体 情 報 検 知 工 程 で 検 知 さ
れ た 生 体 情 報 の 無 線 通 信 を 行 な う 工 程 と 、 生 体 情 報 セ ン サ モ ジ ュ ー ル か ら 生 体 情 報 セ ン サ
が 検 知 し た 生 体 情 報 と 、 そ の 生 体 情 報 セ ン サ モ ジ ュ ー ル が 前 記 通 信 工 程 に お い て 受 信 し た
他 の 生 体 情 報 セ ン サ モ ジ ュ ー ル か ら の 生 体 情 報 と を 比 較 し て 異 常 判 定 を 行 な う 工 程 と を 含
む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 生 体 情 報 検 知 工 程 は 、 生 体 情 報 セ ン サ が 、 体 温 と 、 脈 拍 と 、 血 圧 の う ち 少 な く と も １ つ
を 検 知 す る 工 程 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 異 常 判 定 工 程 に て 異 常 と 判 定 さ れ た 場 合 に 、 生 体 情 報 セ ン サ モ ジ ュ ー ル が 警 告 を 発 す る
工 程 を さ ら に 含 む こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 生 体 情 報 検 知 工 程 は 、 生 体 情 報 セ ン サ が 少 な く と も 体 温 を 検 知 す る 工 程 で あ り 、 外 気 温
を 測 定 し 、 外 気 温 と 、 生 体 情 報 検 知 工 程 に て 検 知 さ れ た 体 温 と に 基 づ い て 核 温 度 を 推 測 す
る 工 程 を さ ら に 含 む こ と が 好 ま し い 。 核 温 度 を 利 用 す る こ と に よ っ て 、 異 常 判 定 を よ り 高
精 度 に 行 な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 生 体 情 報 セ ン サ モ ジ ュ ー ル が 、 異 常 判 定 工 程 の 判 定 結 果 と 生 体 情 報 検 知 工 程 で 検 知 さ れ
た 生 体 情 報 の 少 な く と も い ず れ か 一 方 を 、 監 視 開 始 時 か ら の 経 過 時 間 ま た は 時 刻 と 共 に 記
憶 す る 工 程 を 含 む こ と が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 生 体 情 報 の 判 り 易 い デ ー タ が 蓄 積 で き る
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 異 常 判 定 工 程 に て 異 常 と 判 定 さ れ た 場 合 に 、 異 常 を 知 ら せ る 信 号 を 生 体 情 報 セ ン サ モ ジ
ュ ー ル の 外 部 の 電 子 機 器 に 無 線 通 信 に よ っ て 通 知 す る 工 程 を 含 む こ と が 好 ま し い 。 さ ら に
、 生 体 情 報 セ ン サ モ ジ ュ ー ル か ら 電 子 機 器 へ の 通 信 工 程 は 、 異 常 を 知 ら せ る 信 号 と 共 に 、
生 体 情 報 セ ン サ モ ジ ュ ー ル が 装 着 さ れ て い る 生 体 毎 に 区 別 さ れ た 識 別 信 号 を 無 線 通 信 に よ
っ て 通 知 す る 工 程 で あ り 、 電 子 機 器 が 、 異 常 を 知 ら せ る 信 号 と 共 に 識 別 信 号 を 読 み 取 る こ
と に よ っ て 、 ど の 生 体 に 異 常 が 生 じ た か を 認 識 す る 工 程 を さ ら に 含 む こ と が 好 ま し い 。 ま
た 、 外 部 の 電 子 機 器 か ら 生 体 情 報 セ ン サ モ ジ ュ ー ル に 対 し て デ ー タ を 無 線 通 信 に よ っ て 送
る 工 程 を さ ら に 含 み 、 異 常 判 定 工 程 は 、 前 記 電 子 機 器 か ら 送 ら れ た デ ー タ を 参 照 し て 異 常
判 定 を 行 な う 工 程 で あ っ て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
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　 本 発 明 に お い て は 、 身 体 の 右 半 身 お よ び 左 半 身 の 複 数 箇 所 に 生 体 情 報 セ ン サ を 装 着 し て
、 そ れ ぞ れ が 検 地 し た 生 体 情 報 の 差 を 求 め て 異 常 判 定 を 行 な う 構 成 に し て お り 、 従 来 は 容
易 に 発 見 で き な か っ た 身 体 の 異 常 を 、 容 易 か つ 早 期 に 発 見 す る こ と が で き 、 被 検 査 者 の 安
全 性 を 飛 躍 的 に 高 め る こ と が 可 能 に な る も の で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ に 、 安 静 時 一 般 成 人 を 基 本 と し た 場 合 の 、 体 温 、 脈 拍 、 お よ び 血 圧 の 絶 対 値 規 準 と
、 左 右 差 に よ っ て 異 常 の 有 無 を 判 定 す る 目 安 と な る 規 準 を 示 し た 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 通 常 、 生 体 情 報 セ ン サ を 身 体 の １ 箇 所 だ け に 装 着 し た 場 合 に は 、 体 温 、 脈 拍 、 お よ び 血
圧 の 測 定 値 が 身 体 全 体 を 代 表 し て い る も の と み な さ れ 、 そ の 絶 対 値 に よ っ て 、 異 常 の 有 無
を 判 定 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 例 え ば 、 体 温 測 定 を 例 に と る と 、 測 定 値 が ３ ６ ． ０ ～ ３ ６ ． ９ ℃ の 範 囲 に あ れ ば 、 正 常
と み な さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 し か し 、 生 体 情 報 セ ン サ を 右 半 身 と 左 半 身 に そ れ ぞ れ １ 箇 所 ず つ 合 計 ２ 箇 所 以 上 装 着 し
た 場 合 に は 、 そ れ ぞ れ の 生 体 情 報 セ ン サ か ら 得 ら れ る 絶 対 値 は も と よ り 、 右 半 身 と 左 半 身
か ら 得 ら れ る 情 報 の 差 を 分 析 す る こ と が 可 能 に な る 。 も し 、 仮 に 、 右 半 身 の 体 温 測 定 値 が
３ ６ ． ０ 度 、 左 半 身 の 体 温 測 定 値 が ３ ６ ． ９ ℃ で あ っ た 場 合 、 そ れ ぞ れ の 測 定 値 は 正 常 範
囲 に 収 ま っ て い る た め に 、 従 来 の 測 定 方 法 で は 異 常 を 検 知 す る こ と が 不 可 能 で あ る が 、 左
右 の 測 定 値 の 差 に 注 目 し た 場 合 、 そ の 差 が ０ ． ９ ℃ と 異 常 に 大 き い こ と に よ っ て 、 被 検 査
者 の 身 体 に 何 ら か の 重 大 な 異 常 が 起 こ っ て い る 、 あ る い は 身 体 の 危 険 に 結 び つ き か ね な い
異 常 事 態 が 迫 り つ つ あ る こ と を 強 力 に 示 唆 し て い る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 例 え ば 、 脳 卒 中 や 心 筋 梗 塞 を 引 き 起 こ す 虚 血 性 疾 患 の 初 期 段 階 に お い て は 、 当 人 に 自 覚
症 状 が 現 れ に く く 、 か な り 病 状 が 進 行 し て 、 危 険 な 状 況 に 陥 る 直 前 に 異 常 を 訴 え た り 、 あ
る い は 、 危 険 な 状 況 に 陥 っ た 後 に 、 救 急 搬 送 さ れ る 事 例 が 多 い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の よ う に 一 般 的 に 自 覚 症 状 が 現 れ に く い 初 期 の 段 階 に お い て は 、 １ 箇 所 の み の 生 体 情
報 検 査 で は 、 体 温 、 脈 拍 あ る い は 血 圧 等 の 生 体 情 報 の 絶 対 値 が か な り 異 常 な 値 を 示 さ な い
限 り 、 異 常 と は 判 定 さ れ ず 、 そ う し た 生 体 情 報 が 異 常 値 を 示 す 状 況 で は 、 す で に 何 ら か の
自 覚 症 状 が 発 生 し て い る 可 能 性 も 高 く 、 早 期 に し か も 自 覚 症 状 が は っ き り と 現 れ る 前 に 警
告 を 発 す る と い う 目 的 に 照 ら し て 考 え る と 、 十 分 な 効 果 が 得 ら れ な い こ と に な り か ね な い
。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ れ に 対 し 、 本 実 施 形 態 で は 、 生 体 情 報 、 例 え ば 、 体 温 そ の も の は 正 常 な 範 囲 内 で あ っ
て も 、 右 半 身 と 左 半 身 の 体 温 の 差 を 検 出 す る こ と に よ っ て 異 常 事 態 を 速 や か に 、 本 人 が 自
覚 症 状 を 訴 え る 前 に 認 識 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 従 来 の 生 体 情 報 セ ン サ に よ る モ ニ タ リ ン グ が 、 被 検 査 者 に 危 険 な 状 況 が 差 し 迫 っ た 段 階
や あ る い は 危 険 な 状 況 に 陥 っ た 後 に 警 告 を 発 す る の に 対 し 、 本 実 施 形 態 で は 、 被 検 査 者 が
自 覚 症 状 を 訴 え る 以 前 の 重 大 な 危 険 が 差 し 迫 る 前 に 、 予 め 危 険 な 兆 候 を 察 知 し て 、 本 人 や
医 療 関 係 者 、 家 族 、 お よ び 介 護 者 な ど に 警 告 を 発 す る こ と に よ っ て 、 被 検 査 者 の 危 険 な 状
況 を 未 然 に 防 ぐ こ と が 可 能 と な る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 最 近 で は 、 ス ポ ー ツ 医 学 の 分 野 に お い て 、 ス ポ ー ツ を 科 学 的 な 視 点 で 分 析 し 、 合
理 的 な メ ニ ュ ー と 効 率 よ い 運 動 に よ っ て 、 よ り 優 れ た 効 果 を 発 揮 す る と い う 点 に 注 目 が あ
つ ま っ て い る 。 そ う し た 場 合 に 、 筋 電 図 な ど を 測 定 す る こ と に よ っ て 、 運 動 と 筋 肉 と の 相
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互 作 用 を 調 べ る こ と は 一 般 的 に 行 わ れ て い る が 、 従 来 は 有 線 方 式 で 機 器 と 被 測 定 者 を 結 線
し 、 デ ー タ 収 集 方 法 を 行 な う こ と が 通 常 で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ の 場 合 、 機 器 と 人 体 を つ な ぐ 結 線 に よ っ て 、 被 測 定 者 の 運 動 自 体 が 邪 魔 さ れ る こ と が
あ り 、 運 動 の 効 果 を 正 確 に 測 定 で き な い と い う 欠 点 が 指 摘 さ れ て い た が 、 本 発 明 品 を 用 い
る こ と に よ っ て 、 無 線 方 式 で 、 つ ま り 結 線 を 必 要 と せ ず 筋 電 図 を 測 定 す る こ と が 可 能 で あ
り 、 被 測 定 者 に 不 自 然 な 負 担 を か け る こ と な く 、 正 確 な デ ー タ を 得 る こ と が 可 能 と な る も
の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ 】 　 安 静 時 一 般 成 人 を 基 本 と し た 場 合 の 、 体 温 、 脈 拍 、 お よ び 血 圧 の 絶 対 値 基 準 と
、 左 右 差 に よ っ て 異 常 の 有 無 を 判 定 す る 目 安 と な る 規 準 。
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